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１ ． 全 体 概要  

 
【 年 度 評 価 区 分 】  

  各 年 度 の 取 組 計 画 に 対 す る 実 績 と と も に ，令 和 ４ 年 度 末 の 到 達 点（ 目 標 値 ）
に 対 す る 進 捗 度 合 を 勘 案 し て ， 次 の ４ 段 階 で 評 価 し て い ま す 。  

   Ｓ ： 計 画 よ り も 進 捗  
   Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  
   Ｂ ： 概 ね 計 画 通 り に 進 捗  
   Ｃ ： 進 捗 に 遅 れ が 見 ら れ ， 改 善 が 必 要  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｒ元

利用者満足度 90.0％以上 100％
（市民サービス事業）

研修受講者数 累計120人以上 42人

業務見直し件数 累計5件以上 0件

競争発注率 50.0％以上 52.5％

業務の進行管理 進行管理の徹底 進行管理の徹底

公金納付期限の遵守 納付期限の遵守 納付期限の遵守

検証の仕組みづくり
と取組の定着

検証の取組定着 仕組みの構築

委員会等の開催回数 累計30回以上 11回

職員全体の市民雇用
率

86.0％以上 87.2％

事務局勤務を除く市
民雇用率

90.0％以上 89.9％

業務発注件数 累計50件以上 16件

法定雇用率の遵守・
継続

遵守・継続 遵守・継続

市内事業者発注率 87.0％以上 87.2％

協力事業者（市内）
登録数

100社以上 93社

就労体験受入者数 累計60人以上 20人

就労体験メニュー数 累計30種類以上 30種類

法人基本情報等の公
表

情報提供の充実
独自ホームペー
ジの開設

受託事業情報の提供 情報提供・更新 情報提供の推進

多様な主体との関係
づくり

認知度向上 取組の検討

地域行事等への参
加・協力

累計20回以上 2回

ＯＪＴの推進 スキル継承 OJTの推進

ＯＦＦ－ＪＴ受講回
数

累計40回以上 16回

項目
番号

達成指標
目標値

（令和4年度末）

実績 年度
評価

掲載
頁

１－１

受託事業におけ
るサービス向
上・充実

Ｐ２

１－２
受託事業におけ
る効率化の推進

Ｐ３

１－３

受託事業におけ
る適切な事務処
理の推進

Ｐ４

１－４
受託事業に関す
る取組の検証

Ｐ５

２－１ 市民雇用の推進 Ｐ６

２－２
障がい者の就労
機会の提供

Ｐ７

市内事業者との
連携の推進

Ｐ８

２－４
就労体験に関す
る取組の推進

Ｐ９

Ｂ

Ｓ

Ａ

３－１ 情報提供の推進 Ｐ10

３－２
地域や団体等と
の連携

Ｐ11

Ａ

Ａ

２－３

Ａ３－３
職員の育成・人
材確保

Ｐ12

取組項目

Ｓ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ
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２ ． 実 施 計画取 組 状 況  

視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進     

取 組 項 目  １ － １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 Q u a l i t y）  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 に お い て ， こ れ ま で 蓄 積 し て き た ノ ウ ハ ウ

や 実 績 を 活 か し ，公 社 か ら の 提 案 等 を 含 め て ，サ ー ビ ス 向 上・

充 実 に 資 す る 取 組 を 検 討 ・ 実 施 す る 。  

ま た ， 市 の 事 業 所 管 部 署 と 連 携 を 図 り ， 市 に お け る 総 合 的 な

交 通 環 境 の 整 備 や ス ポ ー ツ 振 興 施 策 ， コ ミ ュ ニ テ ィ 施 策 等 の

視 点 も も ち つ つ ， 受 託 内 容 の 拡 充 ， 新 た な 事 業 の 受 託 ， 指 定

管 理 者 制 度 へ の 対 応 な ど 創 意 工 夫 に 基 づ く 取 組 を 推 進 す る 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  接 遇 に 関 す る 利 用 者 満 足 度  

基 準 値 （ 平 成 ３ ０ 年 度 ）  
９ ５ ．３ ％（ 市 民 サ ー ビ ス 事 業 ） 

９ ０ ． ７ ％ （ 管 理 運 営 事 業 ）  

令 和 元 年 度 実 績  １ ０ ０ ％ （ 市 民 サ ー ビ ス 事 業 ）  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ９ ０ ． ０ ％ 以 上  

②  

内 容  従 事 者 向 け 各 種 研 修 の 累 計 受 講 者 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  年 間 ３ １ 人  

令 和 元 年 度 実 績  ４ ２ 人  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 １ ２ ０ 人 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ サ ー ビ ス 向 上 等 に 資 す る 取 組 の 創 意 工 夫 ， 検 討 ・ 提 案  

・ 業 務 の 実 施 に お け る リ ス ク 管 理 及 び 対 応 の 徹 底  

・ 利 用 者 満 足 度 調 査 の 実 施 （ 市 民 サ ー ビ ス 事 業 ）  

・ 従 事 者 向 け 接 遇 研 修 等 の 実 施  

取 組 実 績  

○ ４ 月 か ら 市 が 開 始 し た シ ェ ア サ イ ク ル 事 業（ 社 会 実 証 実 験 ）

に 関 し て ，事 業 所 管 課 や 運 営 事 業 者 と 連 携 を 図 る と と も に ，

サ イ ク ル ポ ー ト の 増 設 に 適 切 に 対 応 し た 。  

○ せ ん が わ 劇 場 事 業 （ ４ 月 か ら ） 及 び 受 動 喫 煙 防 止 対 策 事 業

（ ９ 月 か ら ） を ， 新 た に 受 託 し た （ 委 託 に 当 た っ て は 公 社

の ノ ウ ハ ウ や 既 存 の 体 制 の 活 用 を 提 案 し た ） 。  

○ 適 切 な 業 務 の 実 施 に つ な げ る た め ， 安 全 運 転 講 習 会 や ， 自

衛 消 防 訓 練 等 を 計 画 的 に 実 施 し た 。  

○ 利 用 者 満 足 度 調 査 （ 市 民 サ ー ビ ス 事 業 ） を 実 施 し ， そ の 結

果 を ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 し た 【 満 足 度 １ ０ ０ ． ０ ％ （ 前 回

調 査 比 ＋ ４ ． ７ ポ イ ン ト ） 】 。  

○ よ り 良 い サ ー ビ ス の 提 供 に つ な げ る た め ， 接 遇 研 修 や 情 報

セ キ ュ リ テ ィ 研 修 を 行 っ た 【 受 講 者 数 ４ ２ 人 】 。  

年 度 評 価  Ｓ ： 計 画 よ り も 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 受 託 業 務 に 適 切 に 対 応 す る 中 で ， サ ー ビ ス 向 上 等 に 向 け た

創 意 工 夫 に 努 め て い く 必 要 が あ る 。  

→ 災 害 時 等 の 臨 時 的 な 対 応 に お い て は ， 事 業 所 管 課 と の 情 報

共 有 を 徹 底 し ， 円 滑 に 実 施 に つ な げ て い く 必 要 が あ る 。  

維 持  

継 続  
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視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進     

取 組 項 目  １ － ２  受 託 事 業 に お け る 効 率 化 の 推 進 ( C o s t )  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 を 実 施 す る に 当 た り ， こ れ ま で 蓄 積 し て き

た ノ ウ ハ ウ や 実 績 を 活 か し な が ら ， 創 意 工 夫 に 基 づ く 業 務 の

見 直 し や 改 善 の 取 組 の 検 討 ・ 提 案 に 取 り 組 み ， 業 務 効 率 の 向

上 や コ ス ト の 抑 制 ・ 縮 減 に つ な げ る 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  業 務 の 効 率 化 ， コ ス ト 抑 制 等 に 関 す る 見 直 し 件 数  

基 準 値 （ 新 規 の 取 組 ）  ―  

令 和 元 年 度 実 績  ０ 件  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ５ 件 以 上  

②  

内 容  

民 間 事 業 者 へ の 委 託 業 務（ 調 査 点 検 ，警 備 ，清 掃 な ど ）

の 発 注 に お け る 競 争 発 注 率 （ 発 注 金 額 の 割 合 ）  

※ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー や 障 が い 者 団 体 へ の 発 注 は

除 く  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  ５ ２ ． ２ ％  

令 和 元 年 度 実 績  ５ ２ ． ５ ％  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ５ ０ ． ０ ％ 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 受 託 事 業 に お け る 業 務 プ ロ セ ス 等 の 検 証  

・ 受 託 事 業 に お け る コ ス ト 状 況 の 検 証  

・ 受 託 事 業 に お け る 業 務 効 率 や コ ス ト 抑 制 等 に 資 す る 取 組 の  

創 意 工 夫 ， 検 討 ・ 提 案  

・ 業 務 委 託 に お け る 公 正 性 や 透 明 性 の 確 保  

取 組 実 績  

○ 各 業 務 の 実 情 を 踏 ま え ， 既 存 の マ ニ ュ ア ル の 改 定 を 行 う ほ

か ， 新 た な マ ニ ュ ア ル を 作 成 し た 。  

○ 各 受 託 事 業 に お け る 繁 忙 度 や 業 務 量 な ど の 状 況 を 踏 ま え ，

業 務 効 率 の 観 点 か ら ， 次 年 度 か ら の 執 行 体 制 の 見 直 し に つ

い て 検 討 を 行 っ た 。  

○ 委 託 業 務 の 発 注 に 当 た り ， 競 争 性 の 確 保 に 努 め た  

【 競 争 発 注 率 ５ ２ ． ５ ％ （ 前 年 度 比 ▲０ ． ５ ポ イ ン ト ） 】 。 

※ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 及 び 障 が い 者 団 体 へ の 発 注 を 除 く  

○ 公 社 規 程 に 基 づ く 委 託 業 務 の 適 正 な 発 注 に 取 り 組 ん だ 。  

年 度 評 価  Ｂ ： 概 ね 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ サ ー ビ ス の 維 持 ・ 向 上 と 業 務 の 効 率 化 ・ コ ス ト 抑 制 の バ ラ

ン ス に 留 意 し な が ら ， 各 種 検 証 や 業 務 の 見 直 し 検 討 に 取 り

組 ん で い く 必 要 が あ る 。  

→ 効 率 化 や コ ス ト に 対 す る 意 識 を 高 め な が ら 日 頃 の 業 務 の 遂

行 に 努 め て い く 必 要 が あ る 。  

推 進  

維 持  
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視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進     

取 組 項 目  １ － ３  受 託 事 業 に お け る 適 切 な 事 務 処 理 の 推 進 ( D e l i v e r y )  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 を 仕 様 に 基 づ い て 着 実 に 実 施 す る に 当 た

り ， 各 業 務 の 定 期 的 又 は 随 時 の 進 捗 管 理 を 徹 底 す る 。  

ま た ， 市 か ら の 委 託 料 や 施 設 の 使 用 料 を は じ め と し た 多 く の

公 金 等 を 取 り 扱 う た め ， 正 確 か つ 迅 速 な 取 扱 い を 徹 底 す る 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  市 か ら の 受 託 事 業 に お け る 事 務 処 理 の 進 行 管 理  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  業 務 の 進 行 管 理 の 徹 底  

令 和 元 年 度 実 績  進 行 管 理 の 徹 底  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  業 務 の 進 行 管 理 の 徹 底  

②  

内 容  市 と の 契 約 に 基 づ く 施 設 使 用 料 等 の 納 付 期 限 の 遵 守  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  市 へ の 公 金 納 付 期 限 の 遵 守  

令 和 元 年 度 実 績  納 付 期 限 の 遵 守  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  市 へ の 公 金 納 付 期 限 の 遵 守  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 定 期 的 又 は 随 時 に お け る 業 務 の 進 捗 確 認 及 び 適 切 な 対 応  

・ 使 用 料 等 の 収 納 ・ 集 金 ・ 保 管 ・ 納 付 の 適 正 処 理  

・ 公 認 会 計 士 に よ る 月 次 ・ 年 次 で の 会 計 帳 票 類 の 確 認 及 び 公  

 認 会 計 士 の 指 導 を 踏 ま え た 対 応  

取 組 実 績  

○ 事 務 局 全 体 （ 正 規 職 員 ） や 事 業 係 に お け る ミ ー テ ィ ン グ を

活 用 し ， 業 務 に 関 す る 情 報 共 有 を 図 る と と も に ， 業 務 の 進

捗 管 理 や 情 報 共 有 を 行 っ た 【 進 行 管 理 の 徹 底 】 。  

○ 施 設 等 で 収 納 し た 使 用 料 等 に つ い て ， 適 切 な 管 理 を 徹 底 す

る と と も に ， そ れ ぞ れ の 期 日 に 応 じ て ， 遅 延 す る こ と な く

市 へ の 納 付 を 確 実 に 行 っ た 【 納 付 期 限 の 遵 守 】 。  

○ 公 認 会 計 士 に よ る 会 計 帳 票 類 の 定 期 的 な 確 認 や 指 導 ・ 助 言

を 受 け る 中 で ， 適 切 な 会 計 処 理 に 努 め た 。  

年 度 評 価  Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 仕 様 に 基 づ く 業 務 の 確 実 な 実 施 に 当 た っ て は ， 引 き 続 き ，

複 数 の 視 点 か ら の 進 行 管 理 の 徹 底 に 努 め て い く 必 要 が あ

る 。  

→ 業 務 遂 行 上 で ， 様 々 な 事 態 が あ っ た 場 合 で も ， 必 要 な 業 務

を 着 実 に 執 行 す る た め ， 日 頃 か ら 対 応 の 備 え を 多 角 的 に 検

討 し て お く 必 要 が あ る 。  

 

 

継 続  

継 続  
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視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進  

取 組 項 目  １ － ４  受 託 事 業 に 関 す る 取 組 の 検 証  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 に 関 す る 取 組 実 績 を 振 り 返 り ， 現 状 の 把 握

や 課 題 の 整 理 に 基 づ く 見 直 し ・ 改 善 に 向 け た 取 組 の 方 向 性 を

整 理 ・ 確 認 し ， 職 員 に お け る 気 付 き を 促 し な が ら ， そ の 後 の

取 組 に 活 か す な ど ，Ｐ Ｄ Ｃ Ａ マ ネ ジ メ ン ト サ イ ク ル ※ １ を 活 用

し た 取 組 を 推 進 す る 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  受 託 事 業 に 関 す る 検 証 の 仕 組 み づ く り と 取 組 の 定 着  

基 準 値 （ 新 規 取 組 ）  －  

令 和 元 年 度 実 績  仕 組 み の 構 築  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  事 業 検 証 の 取 組 定 着  

②  

内 容  受 託 事 業 の 検 証 に 関 す る 委 員 会 等 の 累 計 開 催 回 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  
年 間 ７ 回 （ Ｑ Ｃ 委 員 会 ※ ２ ４ 回 ，

事 業 推 進 会 議 ３ 回 ）  

令 和 元 年 度 実 績  １ １ 回  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ３ ０ 回 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 受 託 事 業 の 振 返 り に 基 づ く 取 組 検 証 に 関 す る 仕 組 み の 構 築  

（ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ に 基 づ く 各 種 取 組 の ス パ イ ラ ル ア ッ プ ）  

・ Ｑ Ｃ 委 員 会 等 の 活 用 推 進  

・ 事 業 所 管 部 署 と の 情 報 共 有 ， 意 見 交 換 の 実 施  

取 組 実 績  

○ 主 要 な 事 業 を 対 象 と し た 振 返 り に 基 づ く 取 組 検 証 の 試 行 実

施 に 向 け て ， 仕 組 み を 検 討 ・ 整 理 し た 【 仕 組 み の 構 築 】 。  

○ Ｑ Ｃ 委 員 会 や 事 業 推 進 会 議 を 開 催 し ， サ ー ビ ス 向 上 や 業 務

の 効 率 化 に 向 け た 検 討 を 行 っ た 【 Ｑ Ｃ 委 員 会 ４ 回 ， 事 業 推

進 会 議 ７ 回 】 。  

○ 事 業 所 管 課 と の 定 期 的 な ミ ー テ ィ ン グ を 通 し て ， 受 託 事 業

に 関 す る 情 報 や 課 題 等 の 共 有 を 図 る と と も に ， 対 策 等 の 検

討 を 行 っ た 。  

年 度 評 価  Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 令 和 ２ 年 度 か ら の 受 託 事 業 に 関 す る 取 組 検 証 に お い て は ，

Ｑ Ｃ 委 員 会 を 活 用 し つ つ ， 様 々 な 視 点 か ら の 見 直 し ， 改 善

余 地 の 検 討 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る 。  

→ よ り 良 い サ ー ビ ス の 提 供 や ， 業 務 の 効 率 化 ， 仕 様 に 基 づ く

着 実 な 履 行 に つ な げ る た め ， 引 き 続 き ， 事 業 所 管 課 と 密 に

連 携 を 図 る 必 要 が あ る 。  

※ １  P l a n (計 画 )－ D o (実 施 )－ C h e c k (評 価 )－ A c t i o n (改 革 ・ 改 善 )と い う 一 連

の 流 れ (サ イ ク ル )を 活 用 し ， 取 組 の 振 返 り に 基 づ き ， 日 常 業 務 等 の 適 切 な

実 施 や 見 直 し ， 改 善 に つ な げ る 仕 組 み の こ と  

※ ２  サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る た め に ， 現 状 の 分 析 や 改 善 策 等 の 検 討 ， 改 善 の 取

組 実 施 後 の 検 証 な ど を 行 う 会 議  

推 進  

充 実  



6 

視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進  

取 組 項 目  ２ － １  市 民 雇 用 の 推 進  

取 組 概 要  

市 民 と の 連 携 に よ る 協 働 を 推 進 し ， サ ー ビ ス の 担 い 手 と し て

市 民 の 力 を 活 か す 観 点 か ら ， 受 託 事 業 の 状 況 に 応 じ て 雇 用 機

会 を 確 保 し な が ら ， 積 極 的 に 市 民 雇 用 を 推 進 す る 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  
公 社 の 雇 用 職 員 全 体（ 正 規 職 員 を 除 く ）に お け る 市 内

在 住 者 の 割 合 （ 市 民 雇 用 率 ）  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 末 ）  ８ ６ ． ８ ％  

令 和 元 年 度 実 績  ８ ７ ． ２ ％  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 末 ）  ８ ６ ． ０ ％ 以 上  

②  

内 容  
事 務 局 以 外 に 勤 務 す る 公 社 の 雇 用 職 員 に お け る 市 内

在 住 者 の 割 合 （ 市 民 雇 用 率 ）  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 末 ）  ９ ０ ． ６ ％  

令 和 元 年 度 実 績  ８ ９ ． ９ ％  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 末 ）  ９ ０ ． ０ ％ 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 及 び 改 善 に 向 け た 取 組 の 検 討 ， 推 進  

・ 受 託 事 業 を 通 じ た 新 た な 雇 用 機 会 の 確 保 の 検 討 ， 推 進  

・ 雇 用 機 会 （ 職 員 募 集 ） に 関 す る 情 報 提 供 の 推 進  

・ 女 性 職 員 割 合 の 維 持 （ ３ ０ ％ 以 上 ）  

取 組 実 績  

○ ク ー ル ビ ズ や 熱 中 症 対 策 推 進 の ほ か ， 計 画 的 な 休 暇 取 得 ，

定 時 退 社 の 励 行 等 に よ り ，良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 に 努 め た 。 

○ 新 規 に 受 託 し た せ ん が わ 劇 場 に お い て ， 受 付 窓 口 を 担 う に

当 た り ， 新 規 に 雇 用 し た 職 員 を 配 置 し た 。  

○ 職 員 の 募 集 に 際 し て は ， 市 報 や 調 布 エ リ ア を 中 心 に 配 布 さ

れ る 民 間 媒 体 を 活 用 し ， 広 く 市 民 へ の 周 知 を 図 り な が ら ，

市 民 雇 用 を 推 進 し た【 市 民 雇 用 率 ８ ７ ．２ ％（ 前 年 度 ＋ ０ ．

４ ポ イ ン ト ） ， 施 設 等 の 市 民 雇 用 率 ８ ９ ． ９ ％ （ 前 年 度 比

▲０ ． ３ ポ イ ン ト ） 】 。  

○ 働 き や す い 環 境 の 確 保 に 努 め た 中 で ， 女 性 職 員 の 割 合 は ，  

４ １ ． ３ ％ （ 前 年 度 比 ＋ ０ ． ５ ポ イ ン ト ） と な っ た 。  

年 度 評 価  Ｂ ： 概 ね 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 に 努 め つ つ ， 今 後 も 引 き 続 き ， 市 民

雇 用 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る 。  

→ 人 材 確 保 の 困 難 化 が 見 ら れ る 中 で ， 業 務 の 安 定 的 な 実 施 に

も 留 意 し な が ら ， 必 要 と な る 職 員 の 確 保 に 取 り 組 ん で い く

必 要 が あ る 。  

 

維 持  

維 持  
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視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進    

取 組 項 目  ２ － ２  障 が い 者 の 就 労 機 会 の 提 供  

取 組 概 要  

障 が い 者 の 社 会 参 加 を 支 援 す る た め ， 市 か ら の 受 託 事 業 に お

い て ， 福 祉 作 業 所 と 連 携 し た 多 様 な 取 組 を 推 進 す る 。  

ま た ，法 人 と し て ，障 が い 者 雇 用 に 関 す る 法 定 雇 用 率 ※ を 遵 守

す る 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  障 が い 者 団 体 へ の 業 務 発 注 件 数 （ 年 間 契 約 を 除 く ）  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  年 間 １ １ 件  

令 和 元 年 度 実 績  １ ６ 件  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ５ ０ 件 以 上  

②  

内 容  障 が い 者 雇 用 に 関 す る 法 定 雇 用 率 の 遵 守 ・ 継 続  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  法 定 雇 用 率 の 遵 守 ・ 継 続  

令 和 元 年 度 実 績  法 定 雇 用 率 の 遵 守 ・ 継 続  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  法 定 雇 用 率 の 遵 守 ・ 継 続  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 障 が い 者 団 体 へ の 継 続 的 な 業 務 の 発 注  

・ 障 が い 者 団 体 へ の 新 た な 業 務 発 注 の 検 討 ， 実 施  

・ 障 が い 者 団 体 等 と の 情 報 共 有 や 意 見 交 換 の 実 施  

・ 障 が い 者 雇 用 の 継 続 （ 法 定 雇 用 率 の 遵 守 ）  

・ 障 が い 者 雇 用 の 拡 充 検 討  

取 組 実 績  

○ 年 間 契 約 で あ る メ ー ル 業 務 や こ こ ろ の 健 康 支 援 セ ン タ ー に

お け る 清 掃 業 務 な ど を 継 続 的 に 委 託 し た  

○ 簡 易 的 な 業 務 を 中 心 に ， 既 存 の 実 施 事 業 お け る 障 が い 者 団

体 と の 連 携 を 検 討 し た 【 発 注 件 数 ： １ ６ 件 （ 年 間 契 約 を 除

く ） 】 。  

○ 夏 季 に 開 催 さ れ て い る 市 民 プ ー ル の 運 営 業 務 に お い て ， 障

が い 者 団 体 に よ る 飲 食 物 の 販 売 機 会 を 継 続 し た（ ２ １ 回 ）。 

○ 調 布 市 福 祉 作 業 所 等 連 絡 会 と 適 宜 情 報 交 換 を 行 い ， 業 務 に

関 す る 情 報 の 共 有 な ど に 努 め た 。  

○ 事 務 局 勤 務 に お け る 障 が い 者 の 雇 用 に 継 続 的 に 取 り 組 む と

と も に ， 法 人 と し て の 法 定 雇 用 率 を 満 た し た 【 法 定 雇 用 率

の 遵 守 ・ 継 続 】 。  

年 度 評 価  Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 今 後 も ， 調 布 市 福 祉 作 業 所 等 連 絡 会 と の 情 報 共 有 等 に 努 め

な が ら ， 継 続 的 な 業 務 の 発 注 や ， 多 様 な 形 で の 連 携 に 取 り

組 ん で い く 必 要 が あ る 。  

→ 障 が い 者 雇 用 に つ い て は ， 関 係 機 関 等 と 連 携 し な が ら ， 雇

用 の 継 続 が 可 能 と な る よ う 努 め て い く 必 要 が あ る 。  

※   事 業 主 に お け る 従 業 員 の う ち ， 障 が い 者 の 雇 用 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 に

お い て 義 務 付 け ら れ て い る 障 が い 者 の 雇 用 割 合 の こ と

拡 大  

維 持  
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視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進  

取 組 項 目  ２ － ３  市 内 事 業 者 と の 連 携 の 推 進  

取 組 概 要  

地 域 経 済 の 発 展 に 寄 与 す る 観 点 か ら ， 市 か ら の 受 託 事 業 に お

け る 公 社 か ら の 業 務 委 託 （ 再 委 託 ） に つ い て は ， 「 協 力 事 業

者 登 録 制 度 ※ 」の 活 用 及 び 運 用 改 善 を 図 り な が ら ，市 内 事 業 者

と の 連 携 に 取 り 組 む 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  

市 か ら の 受 託 事 業 の 実 施 に 当 た っ て の 公 社 か ら の 業

務 委 託 （ 調 査 点 検 ， 警 備 ， 清 掃 な ど ） に お け る 市 内 事

業 者 の 比 率 （ 発 注 金 額 の 割 合 ）  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  ８ ６ ． ９ ％  

令 和 元 年 度 実 績  ８ ７ ． ２ ％  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ８ ７ ． ０ ％ 以 上  

②  

内 容  協 力 事 業 者 登 録 制 度 に お け る 市 内 事 業 者 登 録 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 末 ）  ９ ６ 社  

令 和 元 年 度 実 績  ９ ３ 社  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 末 ）  １ ０ ０ 社 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 協 力 事 業 者 登 録 制 度 の 活 用 推 進 及 び 検 証  

・ 市 内 事 業 者 と 連 携 し た 受 託 事 業 実 施 の 推 進 （ 発 注 推 進 ）  

取 組 実 績  

○ 協 力 事 業 者 登 録 制 度 の 活 用 を 図 っ た も の の ， 登 録 事 業 者 の

廃 業 等 に 伴 い ， 登 録 事 業 者 数 が 減 少 し た 【 市 内 事 業 者 登 録

数 ： ９ ３ 社 （ 前 年 度 比 ▲４ 社 ） 】 。  

○ 事 務 の 発 注 に あ た っ て は ， 市 内 事 業 者 と の 連 携 を 推 進 し ，

発 注 総 額 の 増 加 に つ な げ た も の の ， 市 内 事 業 者 へ の 発 注 割

合 は 低 下 し た 【 市 内 事 業 者 発 注 率 ： ８ ７ ． ２ ％ （ 前 年 度 比

▲０ ． ６ ポ イ ン ト ） 】 。  

 

年 度 評 価  Ｂ ： 概 ね 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 協 力 事 業 者 登 録 制 度 へ の ， 市 内 事 業 者 を 中 心 と し た 登 録 を

促 す た め ， 当 該 制 度 の 事 業 者 に お け る 認 知 度 向 上 に 向 け た

工 夫 を 検 討 ・ 実 施 す る 必 要 が あ る 。  

※   公 社 の 契 約 に お け る 安 定 性 ・ 効 率 性 の 確 保 を 目 的 に ， 市 内 事 業 者 を 主 な

対 象 と し て ， 公 社 か ら の 受 注 を 希 望 す る 事 業 者 を 一 定 の 審 査 を 経 て 登 録 す

る 制 度   

向 上  

拡 大  
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視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進     

取 組 項 目  ２ － ４  就 労 体 験 に 関 す る 取 組 の 推 進  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 の 実 施 や 法 人 運 営 等 の 機 会 を 通 し て ， 様 々

な 主 体 と 連 携 し な が ら ， 子 ど も や 若 者 ， 障 が い 者 等 に お け る

就 労 意 識 の 啓 発 や 就 労 意 欲 の 向 上 等 に 寄 与 す る 観 点 か ら ， 積

極 的 に 就 労 体 験 の 受 入 に 取 り 組 む 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  就 労 体 験 の 累 計 受 入 者 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  
２ ８ 人 (参考：平成 27 年～平成 29 年の

平均 16 人 ) 

令 和 元 年 度 実 績  ２ ０ 人  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ６ ０ 人 以 上  

②  

内 容  就 労 体 験 が 可 能 な 延 べ メ ニ ュ ー （ 業 務 ） 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  累 計 ２ ０ 種 類  

令 和 元 年 度 実 績  累 計 ３ ０ 種 類  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  累 計 ３ ０ 種 類 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 障 が い 者 就 労 支 援 に 関 す る 関 係 機 関 等 と の 連 携 に よ る 障 が  

い 者 の 就 労 体 験 の 受 入  

・ ち ょ う ふ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン と の 連 携 に よ る 若 者 の  

就 労 体 験 の 受 入  

・ 教 育 委 員 会 及 び 中 学 校 と の 連 携 に よ る 中 学 生 の 職 場 体 験 の  

受 入  

取 組 実 績  

○ 調 布 市 障 害 者 地 域 生 活 就 労 支 援 セ ン タ ー と 連 携 し ， 障 が い

者 の 就 労 体 験 を 受 入 れ た 【 受 入 者 数 ： ４ 人 】 。  

○ ち ょ う ふ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン と 連 携 し ， 若 者 の 就 労

体 験 を 受 入 れ た 【 受 入 者 数 ： ４ 人 】 。  

○ 調 布 市 教 育 委 員 会 が 実 施 す る 職 場 体 験 事 業 に 協 力 し ， ３ 校

の 生 徒 を 受 入 れ た ほ か ， 新 た に 明 治 大 学 付 属 明 治 中 学 校 と

連 携 し ， 生 徒 の 受 入 を 行 っ た 【 受 入 者 数 ： １ ２ 人 】  

○ よ り 良 い 就 労 体 験 の 受 入 に つ な げ る た め ， 体 験 の メ ニ ュ ー

を １ ０ 種 類 拡 大 し た 【 体 験 メ ニ ュ ー ： 累 計 ３ ０ 種 類 】 。  

年 度 評 価  Ｓ ： 計 画 よ り も 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 今 後 も 関 係 団 体 と 連 携 し な が ら 就 労 体 験 の 受 入 を 継 続 す る

こ と を 通 じ て ， 体 験 者 に お け る 就 労 意 識 の 啓 発 や 就 労 意 欲

の 向 上 な ど に 貢 献 で き る よ う に し て い く 。  

→ 安 定 的 か つ よ り 良 い 就 労 体 験 の 受 入 れ を 行 う に 当 た り ， 受

入 体 制 の 整 備 や 関 係 団 体 の 意 見 等 も 踏 ま え た 体 験 メ ニ ュ ー

の 工 夫 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

維 持  

充 実  
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視 点 ３  組 織 の 活 性 化  

取 組 項 目  ３ － １  情 報 提 供 の 推 進  

取 組 概 要  

法 人 経 営 に 関 す る 情 報 を 積 極 的 か つ 分 か り や す く 発 信 す る こ

と で ， 経 営 の 信 頼 性 ・ 透 明 性 の 向 上 に つ な げ る 。  

ま た ， 市 か ら の 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 の ほ か ， 市 民

に お け る 公 社 の 認 知 度 を 高 め る 視 点 も 踏 ま え た 情 報 提 供 に 取

り 組 む 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  法 人 経 営 に 関 す る 基 本 的 な 情 報 や 関 連 資 料 の 公 表  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  継 続 的 な 情 報 の 提 供 ・ 更 新  

令 和 元 年 度 実 績  公 社 独 自 ホ ー ム ペ ー ジ の 開 設  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  
公 社 独 自 の ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用

し た 情 報 提 供 の 充 実  

②  

内 容  市 か ら の 受 託 事 業 に 関 す る 情 報 の 提 供  

基 準 値 （ 新 規 の 取 組 ）  －  

令 和 元 年 度 実 績  情 報 提 供 の 推 進  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  受託事業関連の情報提供・更新  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 適 時 ・ 適 切 な 情 報 提 供 の 推 進  

・ 市 民 に お け る 公 社 の 認 知 度 向 上 に 資 す る 情 報 提 供 の 推 進  

・ 独 自 の ホ ー ム ペ ー ジ の 開 設 ， 運 用 開 始  

・ 様 々 な 媒 体 を 活 用 し た 情 報 発 信 の 検 討 ， 実 施  

取 組 実 績  

○ 市 ホ ー ム ペ ー ジ の 公 社 情 報 提 供 ペ ー ジ を 活 用 し て ， 事 業 計

画 ・ 予 算 や 事 業 報 告 ・ 決 算 ， 評 議 員 会 ・ 理 事 会 議 事 要 旨 ，

利 用 者 満 足 度 調 査 結 果 ， 中 期 経 営 目 標 の 取 組 状 況 な ど に つ

い て ， 情 報 提 供 を 行 っ た 。  

○ 経 営 の 信 頼 性 ・ 透 明 性 の 向 上 等 を 図 る 観 点 を 踏 ま え ， 公 社

独 自 の ホ ー ム ペ ー ジ を ３ 月 末 に 開 設 し た 【 独 自 ホ ー ム ペ ー

ジ の 開 設 】 。  

○ 受 託 事 業 に 関 す る 情 報 提 供 手 段 の 一 つ と し て ， 自 転 車 等 駐

輪 場 専 用 ペ ー ジ の 活 用 や ， 独 自 の ホ ー ム ペ ー ジ に お け る 受

託 事 業 の 紹 介 の ほ か ，Ｓ Ｎ Ｓ（ T w i t t e r）の 活 用 を 試 行 し た

【 情 報 提 供 の 推 進 】 。  

年 度 評 価  Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 公 社 独 自 の ホ ー ム ペ ー ジ の 活 用 に 当 た っ て は ， 分 か り や す

さ や ， 適 宜 の 情 報 更 新 等 に 努 め る こ と で ， 経 営 の 信 頼 性 や

透 明 性 の 向 上 に つ な げ て い く 必 要 が あ る 。  

→ 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 等 の 観 点 か ら の 取 組 に つ い

て は ， 事 業 所 管 課 と も 連 携 す る 中 で ， 検 討 を 進 め て い く 必

要 が あ る 。  

充 実  

推 進  
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視 点 ３  組 織 の 活 性 化  

取 組 項 目  ３ － ２  地 域 や 団 体 等 と の 連 携  

取 組 概 要  

市 内 で 活 動 す る 地 域 の 一 員 と し て ， 法 人 と し て の 存 在 意 義 や

認 知 度 の 向 上 ， さ ら に は ， 法 人 活 動 を 発 展 さ せ る 観 点 か ら ，

地 域 で 活 動 す る 公 益 的 な 法 人 を は じ め ， 地 区 協 議 会 ， 商 店 会

な ど と い っ た 多 様 な 主 体 と の 日 常 的 な 関 係 づ く り に 取 り 組

む 。  

ま た ， 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 参 加 し た 調 布 市 見 守 り ネ ッ ト ワ ー ク

（ み ま も っ と ） な ど ， 地 域 で 取 り 組 む 活 動 な ど に も 参 加 ・ 協

力 し て い く 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  多 様 な 主 体 と の 顔 の 見 え る 関 係 づ く り  

基 準 値 （ 新 規 の 取 組 ）  －  

令 和 元 年 度 実 績  取 組 の 検 討  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  公 社 に 対 す る 認 知 度 向 上  

②  

内 容  地 域 に お け る 会 合 や 行 事 等 へ の 参 加 ・ 協 力  

基 準 値 （ 新 規 の 取 組 ）  －  

令 和 元 年 度 実 績  ２ 回  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ２ ０ 回 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 多 様 な 主 体 と の 意 見 交 換 や 情 報 共 有 の 実 施  

・ 地 域 に お け る 様 々 な 参 加 機 会 等 の 把 握  

・ 様 々 な 地 域 行 事 等 へ の 参 加 ・ 協 力 の 検 討  

・ 市 内 に お け る 公 益 的 な 団 体 と の 連 携 の 検 討 ， 実 施  

・ 認 知 症 サ ポ ー タ ー 講 座 の 受 講  

取 組 実 績  

○ 調 布 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー を は じ め ， こ れ ま で 継 続 的 に

連 携 を 図 っ て い る 団 体 の ほ か ， 新 た に 国 領 地 域 の 商 店 会 と

の 意 見 交 換 等 を 行 っ た 【 取 組 の 検 討 】 。   

○ 地 域 で 活 動 す る 団 体 や 地 域 で 行 わ れ る 行 事 等 に 関 す る 情 報

収 集 を 行 っ た 。  

○ （ 公 財 ） 調 布 市 文 化 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ 振 興 財 団 と せ ん が わ 劇

場 の 受 付 業 務 に お い て 連 携 を 開 始 し た 。  

○「 み ま も っ と 関 係 団 体 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 」へ 参 加 し た ほ か ，

認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 の 受 講 に 取 り 組 ん だ 【 参 加 ・ 協

力 回 数 ： ２ 回 】 。  

年 度 評 価  Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 地 域 に 根 差 し た 団 体 等 と の 「 顔 の 見 え る 関 係 づ く り 」 を 進

め て い く 中 で ， 公 社 の 活 動 に 対 す る 認 知 度 向 上 等 に つ な げ

て い く 必 要 が あ る 。  

→ 市 内 で 活 動 す る 地 域 の 一 員 と し て ， 多 様 な 主 体 と の 連 携 を

図 る に 当 た っ て は ， で き る こ と か ら ， 地 道 な 取 組 を 進 め て

い く 必 要 が あ る 。  

 

推 進  

推 進  
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視 点 ３  組 織 の 活 性 化  

取 組 項 目  ３ － ３  職 員 の 育 成 ・ 人 材 確 保  

取 組 概 要  

効 率 的 で 安 定 的 な 法 人 運 営 や 事 務 局 体 制 の 強 化 を 図 る た め ，

人 材 育 成 方 針 を 踏 ま え ， 職 員 の ス キ ル ア ッ プ や 職 務 意 欲 の 向

上 の ほ か ， 意 識 改 革 な ど に 資 す る 取 組 を 推 進 す る 。  

ま た ， 様 々 な 業 務 の 担 い 手 と な る 嘱 託 ・ 臨 時 職 員 の 安 定 的 ・

継 続 的 な 確 保 に 取 り 組 む 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  事 務 局 に お け る Ｏ Ｊ Ｔ ※ １ の 推 進  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  Ｏ Ｊ Ｔ の 活 用 ・ 継 続  

令 和 元 年 度 実 績  Ｏ Ｊ Ｔ の 推 進  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  Ｏ Ｊ Ｔ に よ る ス キ ル 継 承  

②  

内 容  正 規 職 員 に お け る Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ ※ ２ 受 講 累 計 回 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  年 間 １ ３ 回  

令 和 元 年 度 実 績  １ ６ 回  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ４ ０ 回 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 各 職 員 の キ ャ リ ア プ ラ ン を 踏 ま え た 人 材 育 成 の 推 進   

・ Ｏ Ｊ Ｔ ， Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ の 推 進   

・ 人 材 の 確 保 に 向 け た 公 社 業 務 の Ｐ Ｒ ， 良 好 な 勤 務 環 境 の  

維 持 等 の 推 進  

・ 職 員 に お け る 地 域 貢 献 意 識 の 醸 成  

取 組 実 績  

○ 各 職 員 の キ ャ リ ア プ ラ ン を 踏 ま え た 研 修 の 受 講 等 を 推 進 し

た 。  

○ Ｏ Ｊ Ｔ に よ り ， 職 員 に お け る 業 務 知 識 や ノ ウ ハ ウ の 継 承 の

ほ か ， 若 手 職 員 の 育 成 を 推 進 し た 【 Ｏ Ｊ Ｔ の 推 進 】 。  

○ 正 規 職 員 に お け る 外 部 研 修 等 の 受 講 を 通 じ て ， ス キ ル ア ッ

プ や 職 務 意 欲 の 向 上 を 図 っ た 【 受 講 回 数 ： １ ６ 回 】  

○ ク ー ル ビ ズ や 熱 中 症 対 策 推 進 の ほ か ， 計 画 的 な 休 暇 取 得 ，

定 時 退 社 の 励 行 等 に よ り ，良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 に 努 め た 。 

○ 新 た な 中 期 経 営 計 画 に 基 づ く 取 組 の 初 年 度 に 当 た り ， 市 民

雇 用 を は じ め と す る 従 来 か ら の 取 組 に 加 え ， 地 域 や 団 体 等

と の 連 携 の 目 的 や 必 要 性 に つ い て ， 職 員 の 理 解 を 深 め た 。  

年 度 評 価  Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 人 材 育 成 を 更 に 推 し 進 め て 行 く 必 要 が あ る 。  

→ Ｏ Ｊ Ｔ や Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ を 活 用 し な が ら ， 中 長 期 的 な 視 点 で

の 人 材 育 成 に 取 り 組 み ， 組 織 の 強 化 な ど に つ な げ て い く 必

要 が あ る 。  

→ 経 営 の 信 頼 性 ・ 透 明 性 等 の 向 上 を 図 る た め に は ， 各 種 取 組

に 対 す る 職 員 の 意 識 を よ り 高 め な が ら ， 組 織 的 な 対 応 を 推

進 す る 必 要 が あ る 。  

※ １  職 場 で の 実 務 を 通 じ て 職 員 の 教 育 を 図 る こ と  

※ ２  職 場 外 で の 研 修 等 を 受 講 し ， 必 要 な 知 識 の 習 得 を 図 る こ と  

維 持  

維 持  


